
（別紙３）

～ 2026年　3月　31日

（対象者数） 7 （回答者数） 6

～ 2026年　2月　28日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

個別療育の良さを生かし、1人ひとりに丁寧に向き合って様子

観察を活かしながら、それぞれに合わせたプログラムや支援

を考え実施していきます。

2

・保護者同伴であることの意味を大切にし、保護者へお子さ

まへの関わり方や対応を実際の場面で伝えたり、保護者の相

談の時間を設けたり、保護者とも丁寧に向き合っていきま

す。

・療育者からお子さまの見立てを伝え、家庭でどう関わった

らいいのか、どのようなサポートが必要かなど、療育を家庭

で活かし、安定した生活が送れるように考えていきます。

3

・園やセンターなどとの連携を行ない、個別で向き合って得

た情報を活かし、地域生活が安定して送れることを考えてい

きます。

・保護者の必要に応じて進学へのサポートも考えていきま

す。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・保護者への周知を早めに行ない、家庭での保護者の対応の

大切さについても話をしていきます。

・必要な知識は個別で伝えていく方法も考えます。

・曜日を変更するなど参加しやすい日程を検討します。

2

・ミーティングの機会を設けて他の療育担当者と事例や支援

内容を共有して、相談したり方針の確認をする機会を持てる

ようにします。

・児童発達支援管理責任者と個別支援計画で方針の確認をし

ます。時々実際の療育の様子を見たり聞いたりして、理念や

方針から外れていないかなどを確認したり、プログラムや支

援について一緒に考える機会にを設けるようにします。

3

・ホームページや法人の広報誌にて、安全計画やマニュアル

について、研修や訓練を実施報告などを周知をしていきま

す。

○事業所名 タクト（児童発達支援）

○保護者評価実施期間
2026年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

2026年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　5月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

安全計画やマニュアル、訓練などの情報が保護者に周知されて

いないこと

・契約時に説明をしているが、その後触れる機会を持てていな

いため。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

定期的に保護者会を開催しているが、保護者の都合が合わずに

参加者が少なくなっていること

・就労をされている保護者が多いため、平日に時間を取って参

加することが難しくなっていると思われます。

・児童発達支援事業所が増えており、それぞれの場所で多様な

療育や相談を受けられるため、保護者自身が学ぶ機会の必要性

をあまり重視されていないことも要因としてあると考えます。

個別の担当制のため、チームでの決定が少ないこと

担当制のため当然ではありますが、個人だけに依ると、支援内

容に偏りが出たり、息詰まったりすることもあり、また風通し

が悪くなることも考えられます。

・個別の担当制であるため、基本的には個別でプログラムを考

えて対応をすることになるので、完全に個人に任せていること

が現状です。

個別療育であること。PEP検査を実施してアセスメントをと

り、一対一で関わり、個々に合わせた丁寧で細やかな療育を実

施することができること

・子ども1人ひとりの特性や様子に合わせて療育のプログラム

を考えて実施している。

・療育開始前にPEP検査を実施してフォーマルなアセスメント

をとるとともに、様子観察からのインフォーマルなアセスメン

トも併せて活用している。

・毎回療育の記録を詳細に取り、それを次回の療育やカンファ

レンス等に生かしている。

保護者同伴であるため、毎回の療育時に保護者の相談にも対応

することができること

・療育時に療育担当とは別のスタッフが保護者の相談を受けら

れるようにしている。

・療育時に保護者から療育当日までの様子や気になることを記

入してもらい、それに対して返答を記入して返している。

・毎回の療育の記録のまとめを保護者に渡し、子どもの様子や

スタッフの関わり、見立てなどを伝えている。

他の支援機関と連携し、カンファレンスを実施したり様子の共

有をしたりして療育を生活の場で生かせるようにしていること

・必要に応じて、園やセンターなどとカンファレンスをしたり

電話などでやりとりをしたりして、療育での様子や見立て、支

援内容などの共有をしています。

・必要に応じて、就学する学校へ、療育時の様子や見立て、必

要なサポート内容をまとめて渡すこともあります。

事業所における自己評価総括表公表


